
1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆本作のチラシには、次の言葉が躍っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

たたら侍 

2016年・日本映画 

配給／ＬＤＨ ＰＩＣＴＵＲＥＳ・120分 

2017（平成29）年5月25日鑑賞 ブルグ７ 

 

★★★ 
監督：錦織良成 

出演：青柳翔／小林直己／ＡＫＩＲ

Ａ／田畑智子／笹野高史／

津川雅彦／石井杏奈／高橋

長英／甲本雅裕／宮崎美子

／品川徹／でんでん／氏家

恵／橋爪遼／安部康二郎／

菅田俊／音尾琢真／早乙女

太一／中村嘉葎雄／佐野史

郎／豊原功補／山本圭／奈

良岡朋子 
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◆また、平成２９年１２月３０日付読売新聞で、映画評論家・佐藤忠男氏は「『たたら侍』

の風格」と題して、次のように書いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆本作の主人公・伍介（青柳翔）は、生まれた時から出鐵鋼（いずものはがね）と呼ばれ

る玉鋼（たまはがね）をつくることを宿命づけられた男。戦乱の世において、たたら村の

上質な鉄を生む技術は諸大名から狙われていた。そんな中、伍介は村を守るために武芸を

磨いていたが、ついに侍になるため、村を出ることを決意したが・・・。 

なお、本作に登場する人物たちの相関図は、次のとおりだ。 
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◆本作について私は以上３つの事前情報を得ていたため、「こりゃ必見！」と思って映画館

へ行ったが、何と観客は１０名足らず。こりゃ一体ナニ？ 

本作は、冒頭の大乱戦（？）の後、伍介が「力とは何か 本当の強さとは何かを僕は知

らなかった。」と独白するシーンから始まるが、その後の展開を見ていると、この男は広く

世間を見渡し、侍になるため商人の惣兵衛（笹野高史）と与平（津川雅彦）を頼って織田

軍の一隊に入隊するものの、その隊が全滅した後はまた村に舞い戻るだけ。せっかく「出

鐵鋼」で作ってもらった立派な刀も、何の役にも立たない体たらくだ。 

 

◆さらに、本作には人物相関図のとおり多種多様なキャラが登場するが、それらのストー

リーの結びつきが陳腐で、黒澤明監督の名作『七人の侍』（５４年）の精密さとは比べよう

もない。とりわけ、尼子再興軍の長である尼子真之介（ＡＫＩＲＡ）と密偵・お京（田畑

智子）の不自然さ、与平が雇う傭兵・佐吉（菅田俊）の異様さは、織田信長が明智光秀の

裏切りによって死亡したという時代背景と全く結びついていないから、違和感でいっぱい

だ。 

 

◆さらに、いくらたたら村が「たたら吹き」の技術に優れていても、短期間に大量の火筒

（鉄砲）を製造したり、これを使いこなして村の自衛軍を組織したりするのが無理なこと

は明らかだ。そもそも、大雨が降っている中、火縄銃を発砲することができるの？ 
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◆そんな、こんなを観ていると、いい加減ウンザリ。さらに、ラストで本作が見せる“教

訓”はあまりにも理念的で、わかったようなわからないような・・・。『七人の侍』のラス

トは農民の強さを力強くアピールしたが、本作に見る、たたら村のあり方と伍介の生きザ

マは果たしてこれでよかったの・・・？ 

２０１７（平成２９）年５月２９日記 

 


